
社協SC（生活支援コーディネーター）

『通いの場』訪問だより

江別市社会福祉協議会

２０２０年 ３月 第１４号

社協ホームページでも
ご覧になれます。

①

看護小規模多機能ホーム

看護小規模多機能型居宅介護って？

看護師・介護職員がいる地域密着型の介護事業
所です。「通い」「訪問」「宿泊」といった、様々な機能
を、組合わせて利⽤できます。
認知症の方はもちろん、胃ろうのある方の処置や点

滴の対応など、医療ケアに特化した対応が可能です。
介護認定を受けた方が対象です。2月、完成した「あんずの華」

での地域限定内覧会。

解放感のある吹き抜けの土間スペースに
あるのは、アウトドア好きの社⻑が選んだ、
デンマーク製の⼤きな薪ストーブ︕「停電し
ても、これがあれば心強いでしょ」地域の安
心を支える施設としても活⽤したいという想
いがあるそうです。
先日は、付属のオーブンを使って、手作り

ピザの試し焼きもしたそうです。
わくわくする取り組みがたくさん︕

昨年8月の様子。設計図を囲んで、
ざっくばらんな話し合いです。

上記の内覧会の情報は、令和2年2月26日時点の情報です。
ご了承ください。

｢あんずの華｣の、地域とつくる交流スペース

看護小規模多機能ホーム

あんずの華内覧会

いか、地域の方とじっくり話し合いを進めていました。自治会の
役員の方ばかりではなく、3年前からてまりの華で開催している
「ちいき食堂」を通じて関わりを広げてきた方も、沢山参加して
いました。地域限定内覧会を兼ねた2月の打合せ時は、以前
から打合せに参加している地域住⺠の他、中央小学校の子
どもたちが沢山⽴ち寄り、おやつを食べたり、施設内を駆けま
わったりして、のびのびと過ごしていました。
今後は、ストーブの薪を集めたり割ったりするような、有償の

ボランティアの仕組みも作りたいという展望もあるそうです。
3月下旬の⼤規模内覧会の予定は、下記をご覧ください。

デイサービス「雪の華」・地域共生ホーム「てまりの華」を運営し
ている㈱ライズリングが、春から元江別本町に、江別市内初の看
護小規模多機能ホーム「あんずの華」を開きます。先日、ご近
所の方向けの内覧会で、建物の内部を⾒せていただきました。
充実した設備や訪問看護ステーションの他、2階は障がい者の

居宅施設になっていて、クールダウンスペースなどが階段踊り場に
備えてあるなど、様々な工夫をこらした素敵な建物です。
その他、玄関に広々とした土間スペースを、地域の方が気軽に

⽴ち寄れる場所に育んでいくという計画があります。建設前から4
回にわたって、どのような機能があるといいか、どんな事をしてみた

3月20日～30日 10時～16時
この時間帯は、出入り自由です。

※敷地内の駐車場はこの期間はご利用できません。
公共交通機関をご利用の上お越しください。

元江別本町10-23
問合せ 398-8228 あんずの華準備室



・朝日町 ワーク友の会様
・元町 元町はつらつサークル様
・錦町 江⾼連⼥性部 ⾼齢者ふれあいサロン様
・野幌町 ふれあい二木会様
・東野幌町 しゃぼん玉クラブ会
・⼤麻東町 シャンシャン体操クラブ様
・条丁目 北翔⼤学「支え合いの拠点(居場所)づくりの支援のための研究・実践グループ」子ども食堂・地域食堂しんがんじ様

②

〒069-0811 江別市錦町14番地87
☎ 385-1234 FAX 385-1236

江別市社会福祉協議会
生活支援体制整備事業
生活支援コーディネーター 堀込・干野

・上江別南町 折り紙と手作りの会様
・錦町 にっこりさろん様
・錦町 きらきらカフェ e-たいむ様
・野幌町 元気会ウォーキングサークル様
・あさひが丘 元気アップサロン様
・⼤麻園町 そのまちカーリンコンクラブ様

前回、「にっこりさろん」を取材した際、
他のサロンや活動でもよくお⾒掛けする
方が多いと感じました。そこで、思い
切って、気になったサポーターの方数人
に、お話をお伺いしてきました。
皆さん、元気アップサポーターの講習

を受けたばかりの頃は、何をどうしたらよ
いのか⼾惑いもあったということですが、
仲間との活動の場があること、その場で
役割があることが自分の元気につなが
り、新しい情報や知り合いが増えていく
ことが喜びになっているという話でした。
何よりも、自分のちょっとしたアイディア

を活かすことが出来る場があることが嬉
しいと語る顔は、パワーがみなぎってい
て、本当に魅⼒的でした。
今月号ではご紹介しきれませんでし

たが、多彩な活動を精⼒的に⾏ってい
る方々が、元気アップサポーターには沢
山いらっしゃいます。こころとからだの健
やかさを、ぜひ一緒に育んでいきましょう。

身体も心も！ハッピーな「通いの場」⑥

屋外で「あんたがたどこさ」を楽しむ様
子です。ご自身所属の⾼齢者クラブ、
天神こぶしクラブの歩こう会で、早速取
り入れた土岐さんです。すぐに挑戦して
みるクラブの皆さんも素晴らしい︕

また、クラブの活動で好評だったとい
う手紙の朗読(親愛なる子ども
達へ)を、今年1月のにっこりさ
ろんのティータイムで披露してく
れました。
温かいメッセージを、みんなで
しみじみと味わいました。

元⺠生委員で、地域に於
い福祉活動を⾏っている斎
藤さんは、江別レクリエーショ
ン協会で培ったノウハウを、
惜しみなく披露して、みんな
を楽しませています。合唱や

ハーモニカ演奏の他、脳トレに
なる手遊び等を沢山ご存じです。

全員で輪になって楽しむ「あんたがたどこさ」
は、地域のサロンのほか、にっこりさろんでも名
物になっています。

ローズアップ！ク

元気アップ
サポーター

・上江別南町 すみれサークル様
・錦町 健康クラブ様
・新栄台 カフェスマイル様
・東野幌町 レクダンスマミーの会様
・⼤麻新町様 みなこのLab.様
・⼤麻中町 集いの場 わっしょい ほく笑様

--- 編集後記 ---
歩道の雪も随分少なくなりました。まもなく春ですね。

まだまだ歩道は滑りやすいので、どうぞ気を付けてお過ごし
ください。こちらの「通いの場 訪問だより」は、都合により、
しばらくお休みします。よろしくお願いします。

２月のご訪問先 ～ ご協力ありがとうございました ～

4か所もの、元気アップサポーターのサロン
をめぐって活動しているアクティブな藤さん。
サポーターのアイディアを、別のサロンでど

んどん試して、楽しさの輪を広げています。
右の写真は、「すみれサークル」

さんで、「あんたがたどこさ」を
楽しむ一コマです。逆回り
バージョンにも果敢に挑戦
しています。使っているペッ
トボトルのキャップに小さな
鈴を仕込んだのが、藤さん
流の工夫です。


